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    The patient was a 2-year-old boy, who was brought to our clinic with the chief symptom of urinary 
retention. We suspected retrovesical tumor by digital examination, intravenous pyelography and 
retrograde cystography. Surgery was performed and the bladder and prostate including the tumor 
were removed. Ureterocutaneostomy was constructed on both sides. The pathohistological diagnosis 
was rhabdomyosarcoma (embryonal type). Thereafter, chemotherapy and irradiation were applied, 
but the patient died of cachexia which was clinically caused by  a local recurrence, fourteen months 
after the operation. Forty-six cases of retrovesical sarcoma were collected from the recent Japanese 
literature, and reviewed. 
























家 族 歴 お よび 既 往 歴:特 記 事 項 な し
現病 歴:1977年4月初 め 頃,突 然,肉 眼的 血 尿 が 出
現 した.頻 尿,排 尿痛 な ど の 自覚 症 状 は と もな わ な か
った.某 医 に て 膀胱 炎 と し て投 薬 を 受 け,3日 間 位 で
血 尿 は消 失 した.そ の後,同 年5月 中旬 よ り,排 尿 困
難 が 出現 し,さ らに6月9日 に は 尿 閉 と な った の で,
当科 を紹 介 され 入院 した.
現 症:顔 貌 は 苦悶 様 で,眼 瞼 お よび眼 球 結 膜 に貧 血
・黄 疸 は 認 め な い,体 格 ・栄 養 中等 度.全 身 の表 在 リ
ンパ 節 の腫 張 は認 め な い,胸 部 は理 学 的 に 異 常 を認 め
な い.腹 部 は平 坦 で肝,脾,腎 お よび 異 常 腫 瘤 を触 知
しな い が,下 腹 部 に 膀 胱 を膨 満 した 腫 瘤 と して触 知 し
た.外 性 器,四 肢 に は 異常 を認 め な い.噛直 腸 診 で前 立
腺 後 方 に くるみ 大 の 軟 い腫 瘤 を触 知 した..
入 院 時 検査 成 績 ●血液 一 般 検 査 ,;t赤卑球 数467,〉く
104/mm3,HbI2.69/dl,Ht36.5%,白血 球 数8,700/
mm3,白血 球 分類 異 常 な し,血 小板 数32.2xlo4/mm3
出 血時 間3分,凝 固 時 間8分,血 沈11mm/l時 間.







血 清 学 検 査;CRP(±),RA(一),ASO12u.,
Hbs-Ag(一),Wa-R(一).尿所 見;外 観 は 黄色 混 濁,
pH6.o,蛋白(十),糖(一),沈 渣 は 赤 血 球10～20/
hpf,白血 球40～50/hpf,上皮細 胞o～1/hpf,桿菌











































































形ないし不正類円形を示す ものが多いが,や は り多形
ないし異型性で,胞体の多形とあいまって奇怪な形態
を示 す もの も 多 く認 め られ た(Fig.8).以上 の 所 見
か ら胎 児 性 横 紋 筋 肉腫 と診 断 した.
術 後 経 過:術 後3日 目よ りイ レ ウス症 状 が 出 現 した
ため,開 腹 し腸 管 の癒 着 剥 離 術 を 施 行 した.ま た,こ
の こ ろ よ り緑 膿 菌 に よる尿 路 感 染 症 を併 発 し,発 熱 が
持 続 し全 身 状 態 が悪 化 した が,術 後60日目頃 よ り全 身
状 態 もほ ぼ 術 前 の状 態 ま で 回復 した の で,本 学 小 児 科
に兼 科 入 院 と し,術 後89日目 よ りactinomycinD,
adriamycin,cyclophosphamidc,vincristineの多
剤併 用 に よ る抗 腫瘍 剤投 与 を 開 始 した.薬 剤 の投 与 方










































D190Pt9/dayを5日間 連 日 投 与 し 総 量950μ9,
adriamycinlomg/dayの3日間 連 日 投 与 を2回 施
行 し総 量60mg,cyclophosphamide600mg/day
を 初 回投 与 後2週 間 間 隔 を お い て再 投 与 し総 量1,200
rng,vincristincO,8mg/dayを月1回 の割 で2度,
つ い で週1回 の割 で4度 投 与 し総 量4.8mgを 投 与 し
た.ま た,リ ニア フ ク照 射 もiOOrads/dayを30～40
回,総 量3,000～4,000radsを目標 に して 開 始 した
が,食 欲 不振,全 身 倦 怠 感 な ど の副 作 用 が い ち じ るし
く,8回 の 照 射(総 量800rads)で中 止 せ ざ るをえ
なか った 。 抗腫 瘍 剤 投 与 の 継 続 を考 えた が,薬 剤投 与
のた び に 発 熱,食 欲 不 振,悪 心,収 吐な どが 出 現 し,
体 重 が 減 少 して き た こ と,ま た家 族 の強 い 希 望 もあ る








































































































































膀胱を前方へ,前 立腺を下方に 圧排かつ 浸潤してい
た.両 側精嚢腺は 肉腫に完全に埋没され 識別できな




















































Table1.膀胱 後 部 肉 腫 本 邦 報 告 例
症




的所見 症 状 精 の うとの関係
治 療
手 術




40:111,1949 25 細網肉腫 軽度血尿排尿困難 記載なし X線 2カ月後死亡
















































































満 した巨大 関係な し
な腫蕩
全摘



























14 高安 ・ほ か
癌 の臨床,
10:120,1964























17 松 本 ・ほ か
日泌尿 会誌,36


























手 術 放射線 化学 転 帰根治 対症















記載な し 60Co 死亡
22 大 北 ・ほ か 日泌尿会 誌,




























日泌 尿 会 誌,
59=642,1968.
O.7 横紋筋肉腫 下腹部腫瘤 記載なし 腫瘤摘除 抗腫瘍剤 6
26










泌 尿 紀 要,









日泌 尿 会 誌





記載な し 人工肛門 死亡
日泌 尿 会 誌
29大 橋 ・ほ か64
:859,1973.
36 粘液肉腫 下腹部腫瘤 関係なし 全摘 術後1年2カ 月目健在
日泌 尿 会 誌











































34浜 ●ほ か68、91 ,1977, 1.6
血管内皮腫 排尿,排便障害






















37鈴 木 39=574,1977. 73脂 肪肉腫 排尿困難 浸潤なし 全摘
西 日泌尿
38森 下 ・ほ か39:687
,1977. 24
悪性 リンパ腫 排尿困難,



























































43郡 ・ほか70:605 ,1979. 49軟 骨肉腫 排尿困難
骨盤内臓器 回腸導管















45吉 田 ・ほ か26:1031













Table2.組 織 像 と 年 齢





横 紋 筋肉腫 5 2 1 1 1 10
平 滑 筋肉腫 3 3 3 1 10
20
細 網 肉 腫 3 2 2 1 8
悪性 リンパ腫 リ ン パ 肉 腫 1 110
不 明 1 1
小円形細胞肉腫 2 1 1 4
単 純 肉 腫 紡錘形細胞肉腫 1 1 1 38
未分イヒ細胞肉腫 1 1
線 維 肉 腫 1 1 1 3




粘 液 肉 腫 1 1
脂 肪 肉 腫 1 1
軟 骨 肉 腫 1 1




Table3.臨 床 症 状
症 状 症 例 数
排 尿 困 難

















鼠径 リンパ 節 腫 脹
歩 行 障 害





























































萬谷 ・ほか:膀胱後部肉腫 ・横絞筋肉腫 843
Table4.全摘 の有 無 と転 帰 ※
手 術
死 亡
生 存 ※※ 計
～5ケ 月 ～6カ 月 ～1年 ～1年6カ 月









0 1 2 20
※:手 術 治 療 と転 帰 の 記 載 の 明 らか な51例 に っ い て検 討 した 。
X※:報 告 時 生 存 例 で1年6ヵ 月 以 上 の 生 存 とい5意 味 で は な い 。























































施行 したが,術 後1年2ヵ 月で臨床的に局所再発によ
ると考えられる悪液質で死亡した.膀 胱後部肉腫の本
邦報告例は46例あ り,そのうち横紋筋肉腫は10例であ
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